
2024年度

目標設定時の評価指標に
関する数値



2024年6月27日

2024年4月～2025年3月

輸入原料大豆については、100％GAP認証大豆に切り替えができた。国産
原料については、完全切り替えができておらず、達成率は全体で99.4％。

輸入原料大豆については切り替えを実施することができたが、一部国産原
料についての切り替えが課題となっている。

国産大豆についてもGAP認証大豆への切り替えを目指していく。

2025年6月30日

2024年4月～2025年3月

＜評価〇＞
目標レシピ数10種類に対し、10種類のレシピを新規で開発
＜取り組み内容＞
• 重点ターゲットに合ったレシピを開発、デジタル広告や冊子出稿等に

てメニューや減塩製品情報を拡散
• 実際に「食べたくなる、作りたくなる」レシピを生活者と共創し、

SNSで拡散

＜目標の修正有無＞
計画通りに実施
＜今後の計画＞
重点ターゲットが「食べたくなる、作りたくなる」レシピの認知を拡大
することで、さらなる実践促進を図る

減塩レシピ登録数：517メニュー（前年＋10メニュー）直近の実績（2024年度）





2025年6月4日

2024年4月～2025年3月

①「LOW SALT CLUB」のインフルエンサーにより発信された減塩レシピに対す
る「いいね」の数：237,519（対KPI 91%）

②「LOW SALT CLUB」のインフルエンサーによる減塩レシピを生活者が保存し
た数：267,642（対KPI 74%)

直近の実績（2024年度）

2024年度は、うま味調味料を活用したおいしい減塩レシピのインフルエンサーに
よるSNS投稿を活動のベースとしながらも、「おいしい減塩」を若い世代の生活
者に効果的に届けるためのコミュニケーション手法の開発に主眼を置き、様々な
実験的投稿にチャレンジしたため、反応が良かった投稿と良くなかった投稿があ
り、結果として「いいね」と「保存」の数値が伸びなかったが、「効果的なコ
ミュニケーション手法」の可能性として下記を見出した。

・ライフステージの観点から、パートナー等の大切な人や自分の健康について考
え始め、減塩を食生活に取り込む土壌ができてくる20代後半層へのコミュニケー
ションが有効である可能性が高い。

・ターゲット層（20代後半）の関心事と減塩（減塩を謳わずに減塩レシピを発信
することも含む）を組み合わせた提案が有効である可能性が高い。例：おいし
さ・時短調理・簡単調理・高たんぱく・低糖質等の若い世代の関心が高いコンセ
プトと減塩の組合せ

今後は、少しでも減塩の浸透に貢献できるよう、「減塩コミュニケ―ション開発
報告書」をまとめ、活用する。

2024年3月までの目標のため、修正無し。
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